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平成24年度一般会計等決算が認定される

平成26年1月号

　大阪市会は、平成24年度公営・準公営企業会計決算や一般会計等決算などをおも
に審議する平成25年第３回定例会を開きました。
　一般会計等の決算報告については、10月24日の本会議において、橋下市長の説明
を受けた後、決算特別委員会を設置・付託し、裏面右下に記載の日程により、審査を行
いました。その後、11月19日の本会議において、賛成多数により認定しました。
　このほか、11月19日以降の本会議では、「大阪市コミュニティ振興施設条例の一部
を改正する条例案」を修正可決、「大阪市音楽団条例を廃止する条例案」を附帯決議を
付して可決、また５月定例会より継続審査となっていた「地方独立行政法人大阪市民
病院機構定款の制定について」及び「大阪市地方独立行政法人大阪市民病院機構評
価委員会条例案」の２議案を可決して附帯決議を付すことに決したほか、市立幼稚園
民営化計画（案）に基づき19園を廃止する「大阪市立学校設置条例の一部を改正する
条例案」の19議案については、堀川、泉尾、中本、瓜破、津守幼稚園の５議案を可決し、
14議案を否決しました。そのほか、補正予算や「地下街、地下駅等の地下施設の浸水防
止対策の推進を求める意見書案」などの案件を議決しました。
　なお、２・３月定例会より継続審査となっている「大阪市高速鉄道事業及び中量軌
道事業の廃止に関する条例案」及び「大阪市自動車運送事業の廃止に関する条例案」
をはじめ９議案については閉会中継続審査することとしました。
　また、美延議長の議長辞職に伴い、会期を延長して議長選挙を12月17日に行い、新
議長に木下吉信議員（自民）を選出しました。
※�12月４日・５日に行われた各会派の一般質問の概要については、平成26年２月1日
に発行予定の「大阪市会だより２月号」に掲載します。

　平成25年12月17日の本会議におい
て第110代市会議長に選出されました
木下吉信です。
　市民の皆様方におかれましては、ご
健勝にて新春をお迎えのことと、心か
らお喜び申しあげますとともに、平素
より大阪市政の推進にご理解とご協
力を賜り、深く感謝申しあげます。
　大阪市会では、市民生活の向上に向
けて、様々な観点から議論を重ねてお
り、市民ニーズに対応した施策の推進
に取り組んでいます。こうした議会の
活動にあたたかいご支援とご理解の
程、よろしくお願いいたします。
　皆様方にとりまして、今年も良い年
でありますよう心からお祈り申しあげ
ます。

財 政 問 題
問 �本市の財政状況と今後の市政運営
の考え方について

答 平成24年度の決算の状況は、市政
改革プランの推進等により、実質的な
決算規模は２年ぶりの減となってお
り、実質収支は４億円の黒字と24年連
続で収支均衡を維持しています。しか
し、依然として、ここ10年は年間約300
億から400億円の通常収支不足が見込
まれており、今後も通常収支の均衡に
向け、持続可能な財政構造を構築する
必要があると認識しています。平成25
年度においても、限られた財源の中で
選択と集中を進め、現役世代を支援す
るための施策に予算ベースで約200億
円を重点的に投資するとともに、「成長
戦略」などに基づく大阪の成長に向け
た取り組みを推進し、現役世代が生み
出す活力・効果を、高齢世代にも還元し
ます。一方で、高齢者など真に支援を必
要とする人々への福祉施策の再構築を
進めています。「成長を通じて、市民の
安全・安心を守る取り組みを充実する
と同時に、未来への投資を行い、それを
成長につなげる」という循環を創り出
すことによって、活力ある大阪の実現
をめざしていきます。

区 政 運 営 
問 �地域活動協議会への補助金や区と
地域団体とのかかわり方について

答 地域住民の様々な活動に対して、
これまで補助金という形で支援してき
ましたが、その活動の中には、本来行政
が担うべき活動も含まれていることか
ら、補助制度を再構築する中で、行政が
担うべき活動の経費は委託や直接執行
という形で行政が全額負担し、その他
の活動は補助金として地域住民の自主
的な活動を支援していきます。
　また、地域団体とのかかわり方につ
いて市長は、既存の地域団体が担って
きた役割には敬意を表するが、医療・介
護など、今後は行政だけでは対応でき
ない部分を担う「新しい公共」、新しい
団体が必要になってくると考えてお
り、行政と地域団体との関係の再構築
に当たり、既存の団体とともに活躍し
てもらわなければならない。地域活動
協議会などの新しい仕組みづくりを十
分理解できないという地域の声もある
ので、市の考えを説明するための文書
の作成を指示している。まずは区長が
地域にしっかり説明し、要所では市長
自ら既存の団体に説明していくと答弁
しました。

教 育 施 策 
問 �公募校長に関するリスク回避と制
度の見直しについて

答 校長公募は、新たな発想や企画力、
卓越した組織経営力による特色ある学
校づくりを推進できる人材を広く求め
る制度であり、教育委員会としては、学
校現場に多様な価値観を取り入れる観
点から、積極的に外部人材の登用を進
めていく必要があると考えています。
校長への任用前には３カ月の研修を実
施し、任用後の公募校長がその能力を
十分に発揮し、円滑に学校運営ができ
るよう支援してきましたが、不祥事に
対しては申し訳なく思っています。今
後、公募校長が学校現場においてその
持てる力を十分発揮できるよう採用前
研修を充実させるとともに、採用後の
支援体制を強化し、さらなる人物重視
の選考に努めていきます。
問 �塾代助成事業の全市展開と今宮小
中一貫校周辺の環境整備について

答 塾代助成事業の西成区での試行実
施の調査結果から、より多くの対象者
が利用するためには、利用できる学習
塾等を増やすことが重要であると認識
しており、対象者から希望を聞いたう
えで、その学習塾等にこの事業の趣旨

を説明し、参画を働きかけていきます。
全市展開に当たっては、10月で764の
事業所から登録申請がありましたが、
利用できる学習塾等をさらに増やすた
めに、登録状況を分析したうえで、個別
に参画を働きかけるとともに、周知の
方法なども含めてその方策を検討して
いきます。
　今宮小中一貫校の周辺環境の課題解
決については、歩道や街路防犯灯の設
置といったハード面の整備だけではな
く、公園のテントやごみの不法投棄の
問題の解決も大変重要であると認識し
ています。平成27年４月の開校に向け
て、「地域環境改善特別チーム」におい
ては、さまざまな学校周辺地域におけ
る環境改善事項について検討し、関係
各局が連携して課題の改善を図りま
す。また、西成特区構想との関連も踏ま
えたまちづくりの観点から、西成区役
所を中心に全市一丸となって具体的な
対応策を検討し、スピード感を持って
取り組んでいきます。来年の春ごろに
は、地域や保護者の方々が安心できる
方向性を示し、具体的な対応策につい
て着実に結果を出すことで、安全・安心
な教育環境を確保します。

謹んで新春のお喜びを
申しあげます。

決算特別委員会委員
委 員 長　（維新）　木下　　誠
副委員長　（維新）　梅園　　周　　（公明）　漆原　良光
委　　員　（維新）　井戸　正利　　村上　満由　　福島　真治
　　　　　　　　　ホンダリエ　　田辺　信広　　杉村幸太郎
　　　　　（公明）　杉田　忠裕　　待場　康生　　西﨑　照明
　　　　　　　　　明石　直樹
　　　　　（自民）　太田　晶也　　北野　妙子　　髙野　伸生　
　　　　　　　　　加藤　仁子　　柳本　　顕
　　　　　（みらい）　長尾　秀樹　　武　　直樹
　　　　　（共産）　井上　　浩　　小川　陽太

　一般会計等決算を審議する決算特
別委員会では、11月５日から４日間、
各委員がさまざまな観点から質疑を
行いました。
　そのおもな内容を11月19日の本会
議で行われた決算特別委員長の審査
報告をもとに紹介します。

木下　誠　決算特別委員長

～ 決 算 特 別 委 員 会 の 質 疑 か ら ～
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